
                                                                                                                  
 

 

 

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

□８月６日（金）は、高田さんの体操、檀先生のヴォイスト

レーニレーニングに始まり、本並先生の指揮、今日は静さん

に代わって森先生のピアノで「落葉松」、「無言館」と「ね

がい」をレッスンしました。団員出席は２８名。 

 

□レッスン一口メモ 

▼「落葉松」の音合わせをしました。 

▼「無言館」（第一章、男声合唱版）を檀先生に編曲して頂きました（本日配布）。楽譜をみながらでも歌

えれば、長崎で昴だけで＜オリジナルコンサート＞に出ることも可能になります。また今後の、昴独自

の持ち歌に加えることが出来ます。他の章も男声合唱版に編曲していただくよう檀先生にお願いしまし

た。 

▼１曲だけ歌うなら最終章より第一章のほうが「あと五分あと十分」の無言館に入ってすぐ目に入る有名

な文言があり、「もっともっと生きたかった」との訴えが分かり易い。 

▼「無言館」のパート別の音源は各団員にメール済。 

また、ＣＤは当日配布しました。 

▼「無言館」楽譜の訂正など 

①P2 中段の「だれかし○ら○な○い」ＢＲはＴ１と同じメ

ロディーで。（ＦＦＦ→ＧＧＧに訂正） 

②P2 中段から下段にかけての「とおくのこ○え」○えの全

音符はＴ２が上（Ｃ）Ｔ１が下（Ａ♭）。 

②P2 最後の「わかいこ○え」の○えを追加。（全音符Ｆ） 

▼「無言館」のＴ２は混声のＴと、ＢＳは混声のＢＳと

ほとんど同じなので問題なく歌えると思います。Ｔ１

は混声のソプラノ、ＢＲはアルトを元にしています。

新たに覚えなければなりませんが、頑張ってください。 

▼「無言館」を昴＋混声で歌う場合は昴の男声合唱版に

女声を重ねて歌ってもらいます。（そのほうがバラン

スがよい、９月５日の「創作発表会」（グリーン会館）

も第一章はこのバージョンで行きます。） 

▼「ねがい」を通して一回歌いました。 
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「ドーンと鳴ったら花火のしぼむ時」 
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